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パネルディスカッション 「社会参加を加速させるプラットホームづくり」 

 

 

コーディネーター ：小田 利勝 （神戸大学 名誉教授） 

パネリスト  ：堺  汎  （特定非営利活動法人 社会還元センター  グループ わ  理事長） 

   塚谷 睆子 （特定非営利活動法人 エイジコンサーン・ジャパン 理事長） 

   中村 順子 （認定ＮＰＯ法人 コミュニティ・サポートセンター神戸  理事長） 

   溝田 弘美 （社会福祉法人弘陵福祉会  特別養護老人ホーム六甲の館  施設長） 

三木 孝   （神戸市保健福祉局長） 

 

小田 もうこれまで貴重なお話、参考になるお話をされた方が多

く、頭の中いっぱいになっているのではないのかなと思いますけ

れども、ここで改めてシンポジウムというかパネルディスカッシ

ョン、「社会参加を加速させるプラットホームづくり」というもの

をやっていきたいと思います。 

 

 パネリストの皆さんを御紹介する前に、このパネルディスカッ

ションの目的や課題を、簡単に説明させていただきます。 

  

高齢者の新しい生活の仕方というか、社会への貢献ということ

が、今日のテーマになっています。そうしたことをどのようにし

てやっていったらいいのかということで、プラットホームという

話もありましたけれども、活動をする場所とかあるいはそういう

組織というもの、どのようにつくり上げていくかということを考

えていきたいと思います。 

 

 私も高齢者です。ここに並んでいる方の中にも高齢者らしき人

もいますし、そうでない人もいますけども、おそらくそれぞれ多

様な生き方をしていると思いますし、多様な生き方を楽しんでい

るということが言えると思います。 

 

 そういう意味では、参加の仕方、あるいはプラットホームづくりの仕方、様々な面で方法や、道がある

と思います。今日、パネリストとしてここに並んでいる方々、皆さんそれぞれ独特の方法、あるいは考え

で立派なお仕事をされている方ばかりです。お一人お一人は１時間でも２時間でもお話できる方たちなの

で時間が短くて恐縮ですが、この方々の活動の内容といいますか、そうしたものを今日は１人７分という、

非常に厳しい中でお話いただき、その後、今日の課題を取り上げて、会場の皆さんの中からこれはどうだ、

私はこういうことも知っているぞというような話を出していただいて、それを題材にして議論していきた

いと考えています。 

 

 では、パネリストの方を御紹介します。 

認定ＮＰＯ法人 コミュニティ・サポートセンター神戸の理事長であられます、中村順子さんです。 

そのお隣、特定非営利活動法人 エイジコンサーン・ジャパン 理事長の、塚谷睆子さん。 

社会福祉法人弘陵福祉会 特別養護老人ホーム六甲の館 施設長、溝田弘美さん。 

そのお隣、特定非営利活動法人 社会還元センター グループ わ 理事長、堺汎さんです。 

先ほど御講演いただきました、神戸市保健福祉局長、三木孝さんです。 

 

小田 以上６人で、パネルディスカッションを進めていきたいと思いますけれども、最初に中村さんから

活動内容について御紹介いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

中村 御紹介にあずかりましたコミュニティ・サポートセンター神戸、中村と申します。人の役に立って

いい社会をつくる、これは堀田さんからのメッセージでした。そして新しい生き方をしてみようじゃない

かということ。 
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私たちは活動の実践者として、そのような市民をいかにたくさんつくって

いくかだと思います。中でも今日のテーマである高齢者、シニアの方の中で

も特に男性というのは、大きなテーマになっていくと思います。 

 

○新しい生き方の仕組みづくり、基盤づくり 

 しかしそう言っても、自発的になかなか活動が進みませんので、そのため

の仕組みづくり、基盤づくり、これがプラットホームだと思います。私は、

コミュニティ・サポートセンター神戸、ＮＰＯを応援する、サポートをする

組織として、震災以降、特にＮＰＯ法人を多くつくるというところに特化を

しながら、一つの市民が主体的に市民活動に参加できるというステージ、一

つのプラットホームをつくっております。現在神戸市では、1,000弱ほどのＮ

ＰＯ法人が立ち上がって活動や、参加をしているというところです。 

 

○私有財産を公共財産へ 

 まず私が着目しているのは、ピラミッド図ですけれども、神戸

市の人口が 155 万、高齢化率が今 25、これ 13 年度統計で 24.3

なのですが、要介護、要支援の方々が随分おられるわけですけれ

ども、私たちが着目しているのは、非該当の元気な方です。元気

な高齢者、自立をされている方という言い方も言えるでしょうか。

この方々が神戸では 25 万人おられます。どの町でも大体調べて

みると、高齢者の大体７割前後の方は元気なのです。何歳になっ

ても元気な方々が実は非常に優秀な市民であるということには

三つの要素がある。 

 

 まずは、非常に豊かだということ。時間的に豊かですね。24時

間、365 日、自分でタイムマネジメントをするという時間が豊か

である。蓄積されたスキルだとかノウハウ、これは人生経験が長

いので、当然その蓄積力がある。そして元気ですので、健康であ

ると。この三つの大きな資源を持っておられます。こういう、自

分の中に蓄えられた私有財産を、いかに公共財にしていくかとい

うことの転換を図るのがプラットホームの役割ではないかと思

っています。 

 

 介護保険が改正になるということで、来年度から大きく介護予防の要支援の１、２の方のデイ、ホーム

ヘルプの層の方々が介護保険の予防給付の枠ではなく、市町村事業つまり三木局長の責任と指揮のもとに

利用料金が決められ、どういうふうな担い手をつくっていくのか。市民が欲しいサービスを市民がつくる

というステージができてまいります。 

 これが介護保険の今回の大きな特徴で、そこにいかに元気な高齢者が参加をしていくのかということで

はないかと思います。 

 

○介護予防、総合事業、地域支援事業の仕組みづくり 

 この図は、ちょっと複雑になっておりますけれども、私たちは研究会を構成していてこういう提案を神

戸市にもしましたが、先ほどの元気な 25万人の方々がいろいろ研修を受けたり、地域の資源のリストを調

べたりして、自分の活動に見合ったところに行く、無ければ団体を設立したり、新たな地域支援事業とし

て高齢者が生き生きと社会参加ができるようなステージをつくっていく、こういったことをプラットホー

ムごとに連ねていく、連動させていくということを提案しております。そのうちの一つに、来年から始ま

ります生活支援サポーターの話も出ましたけれども、いよいよこの 11月から養成講座が始まるということ

で、70名のところが今日の段階でもういっぱいになってしまっています。 

 

 というふうな養成講座から始まって、いろいろ展開があるわけですけれども、こういった仕組みが公的

なものと民間に分かれてしまっているところに、非常に問題があるのではないかという意識を持っており

ます。 
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○市民の力による地域活動 

次にお見せしますのは、新たな地域支援事業という市民が必

要とするサービスを、市民がつくっていくのだということが、

これから求められているわけですけれども、神戸市内ではもう

既に幾つもの団体、組織が地域活動をしている。午前中の「グ

ループ わ」に関連するシルバー人材センターもそうですし、

ＮＰＯも頑張っているわけですね。その新たな地域支援事業と

いうことを写真に示しているわけですけれども、観光ボランテ

ィアであったり、防災ボランティアであったり、それから居場

所であったり、それから男の調理教室であるとか、それから介

護施設を利用した集まりの場、喫茶やカフェのような集まりの場、こういったものはみんな震災以降に市

民が自分たちの必要なサービスとしてつくり出してきたものです。ただこれは何も公的な支援もないまま

に市民が市民の力で行っているというふうな実態があります。 

 

 さらに引き続いて、北区でされています移送も、日中空いてい

る介護施設の車両を活用しながら、地域の高齢者の交通手段にし

ていくというような、非常にユニークな手法でやられていたり、

それから草抜をされていたり、それから調理を含めて介護保険で

できにくいような活動を有償活動でしていくような生活支援サ

ービス、こういったものは古くから神戸には根づいております。

また、多くの外国人、８万人がおられ、その方々の言語の指導だ

とか、生活支援だとか、それから子供の学習支援、こういったグ

ループも結構多い。ごみ拾いだとか、駐輪場の整理だとか、あら

ゆるところで高齢者、市民が活動しているという事態が見受けられます。こういった方々の共通項、午前

中の御報告を聞いて共通しているなと思ったのは、自分が明快な活動の軸、やりたいことを持っているこ

と。プラス、それが社会貢献のトッピングで、ちょっとした別の付加価値を持っていると。その付加価値

の部分が、いつも人からありがとうと言われ、感謝をされているということ。これが最大共通項ではない

だろうかと思います。ここが、元気のもとになっているのかなということを朝から感じておりました。 

 

○官民でつくる新しい生き方、文化の創造 

これからそういった活動を支え、仕組みとして、もっと官と民

が一緒になって、大きな新しい生き方、つまり文化にしていくと

いうことが求められていくわけですけれども、今までお見せして

いたように人生変わったという人が、もう神戸市にもいっぱいい

るわけで、人生を変えるようなプラットホームというものが形成

されていかないといけないと思います。 

  

ちょうど今７分になってしまいまして、どうやってプラットホ

ームをつくるのかというのを、今から申し上げたいと思ったので

すが、とりあえず私はそのプラットホーム同士がつながっていないことが、今のプラットホームの問題で

はないか。そして、民がつくっているプラットホームに、全く公の支援がない中で、これから介護予防に

どう繋げていくのかと、そのあたりを後段のディスカッションの中で取り上げていただければと思います。

以上、御報告でございます。 

 

小田 ありがとうございます。見事ですね。 引き続きまして塚谷さん、よろしくお願いします。 

 

塚谷 塚谷睆子と申しまして、ＮＰＯ法人エイジコンサーン・ジャパンの理事長です。私は、前身、英国

総領事館の建設環境まちづくり商務官フィクサーとして、大型プロジェクトを

ずっと追いかけてきました。37 年に渡ってこの仕事をやってきました。神戸で

も震災後の復旧のため、英国からいろいろなサポート、または手助けをさせて

いただきました。北野の異人館のシュウエケ邸の漆喰工事の仕事とか、舞子浜

の移情閣のタイルの修復、あと六甲アイランドにイギリスからロシアの輸送機

エアロフロートを使って 1,000 戸の仮設住宅を持ってきました。大丸百貨店の

前にあります時計塔とかガス灯とか風見鶏、これもイギリスから持ってきまし

た。そういうことで、神戸とは関係が深いのでございます。そういった英国総

領事館時代にイギリスを行ったり来たりしておりまして、英国の街づくり、そ

れとか建設、環境、そして福祉の分野をかなり勉強させていただきました。 
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○エイジコンサーン・ジャパンの成り立ち 

 2001年、私が英国福祉住環境施設ツアーを組みまして、28名の日本の施設のオーナーとか、設計家とか、

ゼネコンさんを連れて、英国に１週間のツアーをしました。 

 

 その中で、英国貿易産業省、ＤＴＩと言うのですが、そこで行われた高齢者福祉の分野で活躍する団体

または企業のプレゼンテーションがあったのです。その時に、「エイジコンサーン・イングランド」のプレ

ゼンを聞いて、度肝を抜かれました。こんなでっかいチャリティー団体、ＮＰＯが存在するのかと思いま

した。驚いたのは、もう約 73 年前、1940 年に設立したのですけれども、チャールズ皇太子がロイヤル・

パトロン。そして 1,600の支部を英国中に持っておりまして、6,000名の従業員と 25万人のボランティア

が下支えをしております。 

 

 何をしているか、これも詳しく言うと時間が足りませんので割愛させていただいて、目的は高齢者、お

おむね 50歳以上フルタイムの活動から解放された方々が、人生の後半生活をいかに楽しく幸せに生きがい

を持って過ごすことができるか。それに対していろいろの支援を包括的、ワンストップサービスとしてや

っております。その活動も割愛させていただきますけれども、私自身も、すごく感動しまして、その年間

収入が 700 億円もあります。従業員が 6,000 名、1,600 の支部がある。こんな大きな箱はどうなっている

のだ、自分が年をとったらこういうふうな福祉、または奉仕のできるチャリティー団体、ＮＰＯ、ＮＧＯ

をつくりたいというのは、もうその時頭にありました。 

 

 帰ってきてからいろいろ考えて、私は 2004年４月に定年退職しまして、その後、2004年の 11月２日に

ＮＰＯを設立いたしました。退職する３年ほど前から、ずっと「エイジコンサーン・イングランド」にア

プローチしまして、「エイジコンサーン・ジャパン」と名乗らせてほしいということを言いました。はじめ

ＮＰＯの名前を考えました。ＮＰＯたんぽぽとかいろいろあったのですが、やはりこれはＮＰＯエイジコ

ンサーンがいいということで、３回ほど英国に行きまして、なぜ「エイジコンサーン・ジャパン」が必要

なのかということを、二か国語で説明して、2006年の９月にイギリスに行った時にやっと認められまして、

「エイジコンサーン・ジャパン」と名乗ることができました。 

 

 その後、「エイジコンサーン・イングランド」は 2009 年４月に「ヘルプ・ジ・エイジド」という２番手

のチャリティー団体と合体いたしまして、今は、「エイジＵＫ」という名前で活躍しております。この「エ

イジＵＫ」、「エイジコンサーン・イングランド」は世界で２大チャリティー団体なんですけど、アメリカ

の「ＡＡＲＰ」と同じように、非常に大きなＮＰＯ、ＮＧＯ、またはチャリティー団体として知られてお

ります。私たち「エイジコンサーン・ジャパン」の活動のことですけども、今日お話しさせていただきま

すのは日本版第三世代大学Ｕ３Ａの取組についてです。 

 

○第三世代大学への取組 

 一つが今言っておりますＵ３Ａ。もう一つは評価機関、これはグループホームとか小規模多機能とか、

そして老健とか、デイ・ケアセンター、そして最近の社会的養護施設などの評価の仕事をしております。

これにたくさんの高齢者を使っております。それと今、介護のトレーニング教本づくりをしております。

イギリスの「エイジコンサーン・イングランド」は、今「エイジＵＫ」なんですけれども、英国で最大の

介護のトレーニングスクールを 218 持っておりまして、そこの入門書と、初級の高齢者の介護の教本のコ

ピーライトをいただきまして、バイリンガルの教科書を今作っております。 

 

 元に戻ります。一番大きなことはＵ３Ａです。日本の中高年の方々は概ね 50歳以上の方々が人生の後半

生活を、今まで会社勤めをしたり、趣味でいろいろとプロまがいの、知識、経験、技術をずっと積み立て

てきたりした方が、突如定年になって、何もすることがない。それはとっても無駄なことであって、古老

の知恵もたくさんあるわけですから、知識、技術、経験をもっと社会に出して、そして若い人たちととも

にインター・ジェネレーショナルという、世代間交流が言われているのですけれども、高齢者は高齢者、

若い人は若い人というのじゃなしに、高齢者も社会の中に入っていく。社会に入って、常に行く場所があ

る、交流する場所があるというのがとても必要ですね。そこでいろいろな方とまじり合う、そしてネット

ワークができる。Ｕ３Ａは、ネットワークができるシステムです。 

 

 神戸のシルバーカレッジなんかとってもすばらしいです。そういう民間とか、地方自治体が、たくさん

生涯学習をつくっております。でも、みんな名前も違いますし、なかなかネットワークをしにくいのです

ね。Ｕ３Ａと言いますのは「ユニバーシティ・オブ・ザ・サードエイジ」、第三世代大学。第一世代という 

のは、生まれてから勉学に励んでいる時、第二世代は、一生懸命働いて家族を支えている時ですね。第三

世代というのは、60歳以上、65歳以上、70または 80前半くらいまででしょうか。まだ比較的元気があっ

て、エネルギーがあって、自分の後半の人生を設計できる段階です。そういう方々が、もう何もすること

がないのはとっても残念なことで、自分の健康も害します。Ｕ３Ａをすることによって、参加することに
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よって、健康にも自信がでてくるし、精神的にも生きがいを持つことができます。 

 

 Ｕ３Ａというのは、何でもいいわけです。どんな講座でもいい、大学の座学でもいいし、文化吸収でも

いい、好きなことは何でもいいです。そういうわけで、今Ｕ３Ａを全国的に広める運動をしております。

今現在、四つＵ３Ａを持っております。一つは垂水の老人ホームの中にあります。それで東京、大阪に二

つ、一番でっかいのがＡＴＣのＩＴＭ棟の 11 階にありますＵ３Ａ大阪です。高齢者もどんどん自主自立、

社会参加していただきたい。社会参加をする一つの方法としてＵ３Ａをみんなで立ち上げていただきたい。

どんな小さなＵ３Ａでもいいのです。それをネットワークすることによって、点を面に変えて、力を持っ

ていって、みんなを幸せにできる、社会に貢献できると思います。 

それが一つのプラットホームです。 

 

小田 ありがとうございます。それでは溝田さん、よろしくお願いします。 

 

溝田 社会福祉法人弘陵福祉会 特別養護老人ホーム六甲の館の溝田弘美です。

よろしくお願いいたします。 

 

 私は、高齢者が元気になるものは笑顔が一番だと思っております。画面に映

っておりますこれですが、笑顔をつくるためにこのかわいらしいアザラシのロ

ボットがあって、六甲の館には３台あります。という六甲の館の紹介ですが、

今日はアメリカのＮＰＯのエネルギーを、プラットホームづくりの考え方に、

参考にしていただければと思います。 

 

○阪神淡路大震災と 911同時多発テロ 

 では、なぜ特養の施設長がアメリカのＮＰＯって思われた方いらっしゃると思いますが、実は二つの転

機がありました。1995年の阪神淡路大震災をきっかけにアメリカのＮＰＯを学びたいと思い、アメリカに

渡り、その後住んだニューヨークで、実はこのテロに遭いました。ニューヨーク市に住んでおりましたの

で。その時びっくりしたのですが、ニューヨークで何を見たかといいますと、ばらばらだった日本人のコ

ミュニティが動き出したのです。市民活動をして、若い人たちが動き出して、今やこのＮＰＯの代表は、

市長から表彰をもらうぐらいになっております。 

 

 それ以上の年配の方たちは私も含めて、領事館ですとか、日系人会、専門職市民が一緒になって、ニュ

ーヨークで当時認知症ですとか疾病で路頭に迷う日本人高齢女性がいらっしゃったので、そういう人たち

を救済するニューヨーク高齢者問題協議会というのを立ち上げたりしました。日本だとすぐにこうはいか

なかったと思うのですが、なぜかアメリカだと、するっとこういう活動ができてしまった。そこが私の気

になっていたところなのですが、アメリカのＮＰＯ、それを知ることでちょっと探ってみたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問題の根本原因根絶を目指すアメリカのＮＰＯ 

じゃあなぜ、アメリカのＮＰＯなのって言いますと、ピーター・ドラッカーという、経営の神様って言

われているアメリカの方が「非営利組織のＮＰＯの経営」っていう本を出してらして、アメリカ社会はア

メリカの非営利組織を理解することなしには理解できない。アメリカの成人の大半にとって、それは真の

コミュニティを構築するもの、それほど根強いＮＰＯって一体何だろうということですが、230 万団体、

ＮＰＯがあります。もう、毎日毎日、ＮＰＯが生まれているような状態なのです。 

 

 今のアメリカのＮＰＯのトレンドと言いますと 2012年に「世界を変える偉大なＮＰＯの条件」という本

が出されていますので是非それをお読みいただきたいのですが、抜粋しますと「ＮＰＯのリーダーたちは、

飢餓、貧困、教育の崩壊、気候変動など人類を苦しめる最大の問題の解決を望んでいる。彼らは、幅広い

社会変革を成し遂げずにはいられない。傷ついた社会に絆創膏を貼るのではなく、問題の根本原因を根絶

したいのだ」、ということです。 



124 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ＮＰＯの政策アドボカシー 

根本原因を解決しなければ、一生懸命ＮＰＯでサービスしても、結果何

もならないのではないか。では、それを政府まで政策提言をして、やって

いこうというのが政策アドボカシーと言われるもので、これをアメリカの

ＮＰＯは多くしています。 

 

実はこれの研究がしたくて私はアメリカに行ったわけですが、アメリカ

のＮＰＯの皆さんも、市民への直接サービスの提供として開始されました。

ところが、ある時点で制度そのものを変化させるには、政治のプロセスに

影響を与えなければならないことを学習し、アドボカシー活動はいつでも

始められるので、政策活動を始めた、政策提言を始めたということです。 

 

例えば、手短に言いますと、企業が工場から有毒ガスや有毒物を出しています。川が汚染されました。

健康被害が起こっています。そのおかげでホームレスになった人もいます。今までＮＰＯですと、環境保

全しましょう、病人を救済しましょう、ホームレスを救済しましょう、のサービスでした。もうちょっと

いってフェイスブックで呼びかけて、会社の座り込み、デモをしましょう、不買運動をしましょう、その

会社の製品を買わないでおきましょうということだったのですが、それはもしかしたら時間とエネルギー

の無駄かもと思い始めた人がいます。 

  

なぜなら会社は、騒ぎが収まった後に、またちょっと場所を変えて、有毒ガスを出しちゃうのですね。

それで原因の根絶をしないとだめだということで、今のＮＰＯは政府議会へ環境規制に向けて、先にもう

その会社が出せないように政策を変えちゃうっていうことですね。と同時に、その企業とパートナーシッ

プを組んで、エコ教育のキャンペーンをしたりします。もちろん費用は企業持ちにさせます。させなくて

もいいのですが、そういうような活動をします。で、組み合わせですね。政策提言をする、政策アドボカ

シーと、地域でサービス・プログラムをします。それは地域の問題をいつもチェックしているからです。 

次に、このサービス・プログラムと政策アドボカシーを行っている高齢者団体、ＡＡＲＰを紹介します。 

会員数は 3,700万人で、サービス収入は年間 1,400億円くらいありまして、政府から勝ちとった政策です。

高齢者施策は高齢者医療保険ですとか、年齢による雇用差別撤廃法などがあります。２週間ほど前のニュ

ースですが、高齢者の年齢が撤廃され、このおばあちゃん、ニューヨークのブルックリンで、100 歳で算

数の教師をされています。この人、やめたくないと言っているので、何歳まで先生を続けるか、わからな

いっていうような状態です。 

 

○高齢者団体ＡＡＲＰの活動 
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私はＡＡＲＰに直接談判して、50歳以下でしたが働かせてほしいっていうことで行かせてもらったので

すが、すぐ連れていかれたのがニューヨーク市だったのです。たくさんの政策をニューヨーク市に申し立

てていらっしゃいました。もちろん国内のみならず、国連、世界でも影響力を持たれていました。ＡＡＲ

Ｐのビルにヒラリー・クリントンさんが国会議員になってから、オフィスを引っ越してきて、一番初めに

挨拶に行ったのが、ＡＡＲＰでしたから、やはりすごく強力だなと思いました。これが 2002年にマドリッ

ドで開かれた国連の国際化に関する世界会議です。そして映っているのが、ＡＡＲＰの会長さんです。同

時にＮＧＯ連絡協議会、堀田さんと樋口恵子さんが代表になられている協議会の方もいらっしゃいました

ので、一緒に参加させていただきました。堀田さんはＡＡＲＰで誰か紹介してほしいと言われたので、す

ぐにフォーラムを一緒にさせていただきました。その時、内閣府の方も来られていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○高齢者の教育レベル 

 そのように強力なＮＰＯですが、世界にはＡＡＲＰ以外にも、「ＨｅｌｐＡｇｅ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ」というような大きなＮＧＯがあり、先月「Ｇｌｏｂａｌ Ａｇｅ Ｗａｔｃｈ Ｉｎｄｅｘ」と

いう高齢者がどれだけ恵まれているかの、国別ランキングを出しています。日本は９位で、アメリカは８

位になっていました。医療、日本第１位です。すばらしいです。アメリカ第 25位。この数字を覚えておい

ていただきたいのですが、ちょっと悲しいのは教育レベルですね。アメリカは、中等・高等教育を受けた

率が 95.6％、日本は 64.1％。それに比例するように、貧困率はアメリカの 14.6％に対し、日本は 19.4％

になっています。 

 

 これがなぜ重要かというと、高齢者の教育レベルというのは貧困率の低下につながっている、貧困にな

ることを防いでくれるということですね。それを直面する課題、例えば震災が起こったり、リーマンショ

ックが起こったりしたらどう対応するかその判断能力を、高等教育などで培っているのではないかという

こと、それから政府が大きな政策を出した時、それがいいのか悪いのか、どういうふうに改訂すればいい

のかというのも、教育によって得られる。教育レベルがとにかく高いことが、今後の高齢者の生活に大き

く影響しているっていうことですね。 

  

2002 年に日経新聞の方が取材に来られたのですが、「高齢者を守るアメリカの巨大ＮＰＯ、自立促し社

会に貢献」とあります。この自立を促すということが、ＡＡＲＰを知る上で、大きなキーワードになると

思います。 
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○日本の介護保険の必要性 

 アメリカ人から見た疑問、その１。日本をアメリカから見た気

持ちになって考えたいと思います。介護保険は本当にすばらしい

のか。よく皆さんに「日本にはこんなすばらしい保険がある」と

言っていたのですが、そこで疑問がありました。 

自立を促す介護政策、理念と規模、とってもすばらしいのです

が、しかしなぜ、世界一ヘルシーな和食の国で、世界一医療費が

整った日本で、日本ナンバーワンです、アメリカ 25 位です、8.9

兆円も使って介護保険が必要になる人をすでに何百万人も日本で

生み出してしまったのか、これがアメリカ人にとって大きなクエ

スチョンです。 

 

○孤独死に対する見解の相違 

 アメリカ人から見た疑問、その２。一人暮らしの高齢者が自宅

で亡くなりますと、日本では哀れな孤独死、一人で生きる力がな

くて、自立心もないという。ところが、アメリカで亡くなります

と、名誉の自立死と言われる。一人で自立して生きることに誇り

を持ったアメリカ人、これぐらい違いができています。医療制度

が低い分、こんなに違ってくるのかなということもあるのですが、

これはまた後の議論で、皆さんにもしていただきたいと思います。 

 

○教育と根本原因の根絶 

 ここで少し提言です。皆さんも言っておられると思いますが、

世代間を超えた教育ですね。絆創膏を貼る政策、サービス増加は

保険料とか税金増加につながってしまいます。それに終わってい

ないか、政策の理解と判断を是非、アクティブシニアの方にはし

ていただきたいと思います。 

 

もちろん、一番必要なのは、子供の時から問題の根本原因とな

る予防教育ですね。それは健康だけではないと思います。環境も

汚しちゃいけない。なぜ汚しちゃいけないのか、なぜ貧困になっ

てしまうのか。そういう予防教育を、子供の時からしていかない

といけない。一に教育、二に教育。それは社会変革へ向けたこと

ですが、ネット社会でありますのでフェイスブックもあります。

そういうものを活用して、阪神大震災 20 年後の私たち神戸から、

ここにいる皆さん、アクティブシニアの方々が、原因の根絶であ

る予防教育を発信していただければと思います。以上です。 

 

小田 ありがとうございます。引き続きまして、堺様、お願いし

ます。 

 

堺 堺汎でございます。 

  

私のボランティア活動参加のきっかけは、神戸市シルバーカレッジに入学しまして、そこを卒業した後、

「グループ わ」というＮＰＯ団体に参加しました。集まったメンバーが自主的に物事へあたり、あるい

は問題を解決しようとする意欲を持った人々の集まりであったと

ころに、魅力がございました。 

 

 原点は、神戸市のシルバーカレッジにありました。入学するや、

私は何の経験もない合唱団に入部しまして、介護施設などの訪問演

奏会に参加するうちに７年が過ぎました。この間、先輩から多くの

ことを学びました。間もなく 20 年になる阪神淡路大震災の時の仮

設住宅での助け合いや、あるいは神戸市北区にあります「しあわせ

の村」で温泉施設が開放されて、毎日のように数千人の方が詰めか

けられた。こういったところにボランティア参加をしていた私ども

の先輩が、皆さんから口々に「ありがとう」と声をかけられたと。

先輩の中に、生活での心配事や困ったことを親身になって聞いてく

れるというボランティアが生まれてきたというふうに聞いております。今はやりがい、使命感、生きがい、
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